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雰===　りリI.サイパ-ト女史縁者が来館

~~~~丁

11月10日(土)にアメリカより雑司が谷でマッケーレブ師と共に宣教師活動をしたリリー･

サイパート女史(1890-1954)の縁者にあたるブレンダ･ニクソン夫人とサイパート女史によって

育てられた柳内秀康(やないひでやす)氏が来館しました｡ニクソン夫人はサイパート女史の姉

の孫にあたり､サイパート女史について執筆されています｡柳内秀康氏は戦前よりサイパート女

史がお世話をし､第二次大戦後はアメリカでサイパート女史と共に生活をされ､現在に至ります｡

また､旧宣教師館設立当初よりマッケーレブ師の活動に関する資料寄贈など､様々な面でご協

力いただいている野村基之(もとゆき)氏も奥さまとともに来館いただき､柳内氏たちと意見交

換などされ､日本における宣教師の普及活動などについてお話を伺うことができました｡そのな

かでも､海外よりキリスト教普及のために日本を訪れた宣教師と共に来日した女性は､普及活動

を通じて日本社会と交流があった宣教師にくらべ､外に出て日本語に触れるを機会が少ないこと

から日本語に慣れず､地域社会との交流が難しく､結果として孤立し女性のみ母国に帰国すると

いった彼らの日常社会を知ることができました｡

野村氏は､おそらくマッケーレブ夫妻もそのようなことから､マッケーレブ夫人は子どもを連

れて母国に帰国したのではないか?と話されています｡その他､女性宣教師は母国から経済的な

支援を受けることが難しかった､という話を伺いました｡

雑司が谷幼稚園を卒園された前島氏からは､マッケーレブ氏の日本語が拙かったこと､男の子

を呼ぶときに｢ぼっちゃん｣というべきところを｢ぼちゃん｣と呼ぶ癖があり､はじめの頃はな

かなか気がついてもらえず困っていた､といった逸話も聞くことができました｡
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